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1 ．は じめに

　本研究で は、大気化学 ・エ ア ロ ゾル 結合気候 モ デル

に よ り計算され る 大気微量気体成分お よび エ ア ロ ゾル

光学特性の 時間 ・空間変動につ い て 、 地 上分光法装置

に よる連続観測デー
タを用い 、比 較・評価 を行な っ た。

主に大気汚染 を起源 とする大気 中の エ ア ロ ゾル や気体

成分 （オ ゾ ン など）、 お よび こ れ らに関連する大気化学

過程は気候に与える影響 も大きく、最近の 気候モ デル

には、エ ア ロ ゾル や 大気化学の オ ン ライ ン 計算を含む

もの も少なくない （IPCC −AR4 ）。し か しなが ら、エ ア

ロ ゾル ・大気化学お よび こ れ らの 気候影響に関する諸

過程には大きな不確定性が存在 し 、 観測デー
タ を用 い

た適切なモ デル 評価 が重要で ある。本研究で は、化学

モ デル CHASER お よび エ ア ロ ゾル モ デル SPRINTARS

に よる大気化学 ・エ ア ロ ゾル 結合気候シ ミュ レ
ー

シ ョ

ン に つ い て 、沖 縄 ・
辺 戸岬 に お け る 地 上 分光 法

（MAX −DOAS ）観測デー
タ との 比較を行い 、両者 の相

互評価 を行なっ た。

2 ．大 気化学 ・エ ア ロ ゾル 気候モ ヂル

　本研 究で は 、 化学 モ デル CHASER （Sudo　 et　 aL，

2002
，
2007） お よび エ ア ロ ゾ ル モ デル SPRINI［ARS

（抽 kem  et　aL ．，2005）に よる 2007 年の 結合シ ミ ュ レ

ーシ ョ ン の 結果 を解析 の 対 象 と し た
。 両 モ デ ル は

CCSR ／NIES∠FRC   気候 （統合）モ デ ル （MIR   ）の

枠組 み で 開発 が 進 め られ て い る 。 本実験 で は 、

03−NO 。−CO −CH ，L
−NMVOCs −NH3 の化学反応過程 と、土

壌 ダス ト、炭素性、硫酸塩 （SO4
−
）・硝酸塩 （NOi ）、

お よび海 塩の各種エ ア ロ ゾル の 計算 を扱 う。

3 ．地上 分光法観測 デー
タ

　今回用い たデータは、Ihe　et　aL （2008）が沖縄辺 戸岬

で 実施 し て い る MAX −DOAS （Multi−AXis　Differential

Qptica1　Absorption　spectroscopy）観測 によるもの で あ り、

対流圏二酸化窒素 （NO2 ） の カラム 量 と鉛直プ ロ フ ァ

イ ル 、お よび エ ア ロ ゾル 光学的厚 さ と消散係数高度プ

ロ フ ァ イ ル の 連続観測に つ い て評価を行な っ た。

4 ．NO2分 布と時間変動

　 まず、NO2 の 対流圏カ ラ ム 量に つ い て 、　 CHASER

モ デル に よる NO2 の 目変動は   一DOAS 観測 と極め

て整合的で ある こ とが確i認 され た 。 次に 、 NO2 高度プ

ロ フ ァ イル の 日変動を評価 した とこ ろ、観測に見 られ

る よ うな中国か らの 断続的な輸送 による境界層内NQ2

混合比 の 1 日
〜数 日ス ケー

ル の 時間変動パ ター
ン も良

く再現 され て お り、こ の よ うな NO2 輸送はオ ゾ ン ・

NOy ・硝酸塩粒子 とも連動 して い た 。

一
方、自由対流

圏では、NQ2 混合比はモ デル 計算の 方が
一

貫 して 大き

い が、こ れ は MAX −DOAS の 自由対流圏 NO2 分布導出

に大きな不確定性があ るた め と考 えられ る （図 1）。

5 ．エ ア ロ ゾル光学パ ラメーターと時間変動

　辺戸岬にお ける エ ア ロ ゾル 光学パ ラメ
ー

タ （光学的

厚 さお よび消散係数）につ い て も、モ デル の 計算値は

MAX −DOAS 観測 と概ね整 合的で あ っ た。モ デル で は、

初春か ら初夏にか けて 、 土壌ダス トの 寄与が大 き く 、

炭素性 エ ア ロ ゾル や硫酸塩の 影響は通年で 顕著 に影響

して い る ことが分か っ た 。 さらに、硝酸塩 につ い て は、

冬季か ら春季に か けて 重要な寄与が あ り、硫酸塩の変

動 とも連動 して い る こ とが確認 された 。

　今後は ライダー
観測等の データを併用 して さらに詳

細な評価が 必要で あ る。また、よ り詳 しい 輸送構造を

解析するた め、NO2 、エ ア ロ ゾル 計算 ともに 、モ デル

水平解像度を向上 させた実験も検討巾で ある。
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図 1：CHASER モ デル お よ び MAX −DOAS 観測に よ る沖縄 ・辺戸 岬上空 の NO2 混合比 （pp 

の鉛直プ ロ フ ァ イル （季節平均）。
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